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１．はじめに 

 近年、鬼怒川などでは、側方浸食や中洲抑制のため、ぽいすとーん工法１）が提案されている。これは、透

過型捨石構造物の一種で水制や護岸、導流堤として利用することができる。このうち、透過型水制や護岸につ

いては、様々な研究が行われてきたが２）、透過型導流堤に関してはあまり研究が行われていない。特に、導流

堤により流向は大きく変えられ、流況は 3次元構造をもつと考えられる３）。そこで本研究では、室内実験を行

い、透過型導流堤周辺の流れの構造について、基礎的な知見を得ることを目的とした。 

 

２．実験装置および方法 

実験には、長さ 8m、幅 50cm、高さ 24cm、勾配 1/1000

の塩化ビニル板製水路を用いた。この水路の上流端

から 5mの地点に、導流堤模型を写真-1のように設

置した。前報４）で用いられていたヘチマロン模型

では抵抗が小さいため、本研究では、粒径 1.5〜

2.0cmの玉石状の材料を積み上げ、金網で囲んで直

方体模型を形成した。その長さは 20cm、幅 5cm、

高さ 7.5cmである。また、模型の抵抗特性は、別の

水路で測定してあり、道奥ら５）が抵抗特性として

提案している式におけるパラメータを表-1 に示す。

流速の測定には電磁流速計を用い、サンプリング間

隔 1msec で 60秒の計測を行った。測定箇所は水路

上流端より、4.4，4.6，4.8，4.9，5.0，5.1，5.3，5.6，

5.9mの 9断面において、横断方向に 2.5cm間隔、

水路床より 1cm間隔とした。実験の水理条件は表-2

に示す通りである。 

 

 

      

     写真-1 導流堤模型           図-1 模型設置位置 

３．実験結果および考察

 図-1,2 はそれぞれ水路床より 3cmにおける流速ベクトルおよびレイノズ応力コンターである。図-1を見る

と、右岸側では導流堤に沿って集められた流れの流速が速くなっている。一方、左岸側では導流堤にはねら 

れた流れが集中し、同じように流速は増加している。導流堤背後の流れは非常に遅くなっており、流下するに 

表-1 抵抗特性 

 本研究 道奥ら 

間隙率 0.43 0.43～0.47 

c 0.62 0.82～0.88 

√𝑘 (cm) 0.0092 0.0532 

表-2 抵抗特性 

水路勾配 1/1000 
流量 (l/s) 2.5 

代表水深 (cm) 7 
代表流速 (cm/s) 10.1 
フルード数 0.12 

キーワード 透過型構造物 導流堤 護岸 レイノルズ応力 
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図-2 流速ベクトル（z=3cm） 

 

図-3 レイノルズ応力（−𝑢′𝑣′）コンター （z=3cm） 

 

  図-4 横断方向流速 v ベクトル図（x=5.3m）    図-5 横断方向流速 v ベクトル図（x=5.6m） 

つれ、左右岸の速い流れと混合している。図-2を見ると、x=5.6m付近でレイノルズ応力のピークが見られた。 

これは、背後の低速水塊と左右岸の高速水塊の混合によるものであると考えられる。可視化では周期的な渦が 

発生している様子が確認できた。図-3,4は流れが混合している x=5.3 , 5.6m地点の横断方向流速ベクトル図で 

ある。x=5.3mでは流れは乱れ混合している様子が見られ、x=5.6mでは流れは全体的に右岸方向に曲げられて

いる。周期渦の存在に伴い、水面付近と底面付近において流れの循環が発生していると考えられる。 
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